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　 　　　　　　　　問題 と目的

　最近ま で強化 され て い た反応が 消去 され る こ とに

より、以前消去 されたはず の 反応が再出現する現象を

反応復活（Resurgence）とい う（Epstein，1983）。反応復

活は 主 に 以下 の 3 条件構成 の 手続きで研究 され て き

た。まず条件 1 で は 、最終的に復活の 対象とな る反応

（以下標的反応）を形成する。条件 2 では、標的反応を
消去 し、標的反応 とは異なる反応（以下代替反応）を形

成する 。 そ して 条件3 で は代替反応 を消 去 す る 。
こ の

条件 3で代替反応が消去 され るとともに、条件 2 で 消

去 され た はず の 標的反応が再 出現する こ とが多くの

研究で 示 され て い る（例えは温 ev血 g ＆ La七七al，2003）c

　 こ れ ま で の 研 究 で は、条件 1 に お け る標的反 応 の 反

応率が高い ほ ど、復活時の 反応率も高くな る こ とが示

唆 され て きた（da　Silva
，
　Maxwell

，
＆ Lattal

，
2008）。し

か し、条件 2で 形成す る代替反応 の 反応率や強化率、
変化抵抗が、復活過程に及ぼす影響 につ い て は十分に

検証 され て い ない
。 反応復活 とい う現象は 必ず 「代替

反応 の 消 去 」 とい う過 程を伴 う。そ の た め、代替反 応

の 変化抵抗の 強さが 、標的反応 の復活過程 に何 らか の

影響を与える可能性は十分に考え られ る。具体的に は、
代替反応 の 変化抵抗 が 強 い ほ ど、復活 が 生 じるま で の

時間が 遅 くな り、復活時の 反応率も低くなる こ と が予

測 され る 。
こ れ らの 仮説はまだ十分に吟味されて お ら

ず、厠 芯復活 の 制御変数 の 解明を 目指す上で検証 しな

ければならな い 課題 で あるとい える。

　以上よ り本実験で は、多元並立 ス ケジ ュ
ー

ル を用 い

て、代替反応の 変化抵抗が標的反応 の 復活に 与える影
響につ い て検証する こ とを 目的とし た。
　　　　　　　　　　 方法
被験体 ・装置

　被験体 に は、体重 を自由摂食時の 80 ％ に統制 した デ

ン シ ョ バ ト（Colu皿 ba　tivia）6 羽を用 い た。実験装置 に

は、正 面 パ ネル に 3 つ の キ
ー

がつ い たオペ ラン ト箱を

使用 した。

手続き
　全個体 と も自動反応形成手続きに よ っ て キ

ー
つ つ

き反応を形成した後、本実験 へ と移行した。
　本実験は 3 つ の 条件で構成した。条件 1 で は多元 ス

ケジ v ル 、条件 2 と 3 で は多元並立 ス ケジュ
ー

ル を

用 い た 。 全 て の 条件を通 じて 、 成分時間は 6 分、成分

間間隔（ICI）は 30 秒 とした。刺激 の 位 置は毎試行ラ ン

ダム に提 示 し、刺激 の 色 は個体間で カウン タ
ーバ ラ ン

ス を とっ た。なお表 1 に は 各条件 の 構成 を示 した 。
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　各成分 の R1とR3に対 しては消 去 ス ケジ ュ
ー

ル を適
用 して 反応 を消失 させ る c それ と同時に、各成分で Rl、
R3 とは異な る色刺激 を 1 っ ずつ 提示 し、成分 1 で は

VI30秒（以下R2）、成分 2 で はVI90秒（以下R4）で 強化

する。最低 15 セ ッ シ ョ ン 実施する。
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型 L旦x7 リ
　刺激 の 提示規則は条件 2 と同様 だが、す べ て の 色刺

激 に 消去 ス ケジ ュ
ー

ル を適用す る 。 そ して 、代替反応

の 変化抵抗と標的反応 の 復活過程を分析す る。 合計 で

10 セ ッ シ ョ ン 実施す る。
表 1．各実験条件 の構成とセ ッ シ ョ ン 数

　 　 　 　 成分 1
条件
　 　 　 RI　　　　 R2

　 成分2
　 　 　 　 　 セツション数
R3　 　　 R4

　 2 つ の 成分で構成された多元 ス ケジ ュ
ー

ル 下 に お

けるキー
つ つ き反応（以下成分 1 で の 反応をR1、成分

2 で の 反応 をR3とする）を、各VI60秒で強化 した。最

低 20 セ ッ シ ョ ン 実施 した 。

亅　　　　　VI　60−s 　　　　−　　　　　VI　60−s　　　　一　　　　　　最低20

2　 　 　 EXT 　 VI　30−s　 　 EXT 　 畷 9卜 s　 　 最低 15

3　　　　　 EXT 　　　　EXT 　　　　　EX τ　　　　EXT 　　　　　　 10

　　　　　　　　 結果 ・考察
　現時点で実施済み の 、条件 1に お ける標的反応の獲
得過程を 図 1 に 示 した。なお図に は代表的なH12 の デ
ー

タを示 した c20 セ ッ シ ョ ン 実施後、各成分におけ
る反応 が安定し、か つ 成分間の 反応率に大きな差が見

られない た め、条件 2 へ 移行 した。
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　 図 1．条件 1に おけ る被験体 H12 の反 応率の 推移
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